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要約 
 
 本研究では，小学生の英語学習動機づけと聴解力の関連性に関して調査研究を行った。
動機づけ理論には，有機的統合理論を用いた。本研究の参加者は，小学校 5，6 年生 710 名
である。質問紙及び聴解力調査を用いた。まず，アンケート項目が適切に 4 つの因子を反
映しているかを検討するために確認的因子分析（CFA）を行った。CFA の結果，十分な適
合度を示したので，今回用いたアンケート項目をこの後の分析でも用いることとした。次
に，聴解力調査の信頼性を確認するためにクロンバックの α 係数を算出した結果，十分な
値を得た。最後に，聴解力得点を従属変数として，強制投入法による重回帰分析を行った。
その結果，自律的動機づけが，有意に正の予測変数に，他律的動機づけが有意に負の予測
変数になることが明らかとなった。よって，児童の動機づけを他律的動機づけから自律的
動機づけへ移行する指導を行う必要性が考えられる。この指導の一つとして自律性支援の
観点を小学校英語授業に取り入れることが考えられる。 
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1．はじめに 
 
2020 年度の小学校高学年（5，6 年生）への外国語の教科化，及び中学年（3，4 年生）
に対する外国語活動の必修化が行われることとなっている（文部科学省, 2017）。このこと
を受けて，現在小学校現場では，どのように，教科としての英語を教えて行けばよいかに
関して試行錯誤が行われている。特に，現在までは，高学年児童に対しては，英語活動，
外国語活動が行われてきており，教科としての英語をどのように指導していくかに関して
は，現場ではあまり議論されてこなかった。日本の小学校英語に関する学会における学会
誌においても教科化というキーワードはほとんど登場せず，その時代背景に会わせた研究・
指導が行われてきた（本田ら, 2019）。文部科学省 (2017) においても，児童を英語学習に対
して動機づけることは重要であると指摘している。よって，児童の英語に対する動機づけ
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いうのもあります。 
 こんなことを話していると、もう時間なのでバックアップしないといけないところなんですけど、私が
用意をしてきたことの半分しか話せませんでしたけれども、言語活動というのをもう一度整理をすると、
コミュニケーションをする活動で、コミュニケーションというのはメッセージを受け取ったり送ったりす
る活動である、というのをまず押さえる必要がある。 
 その中で、学ぶということを考えると、知識・技能の面からいくと今紹介をしてきたような言語習得上
の特徴を少し理解した上で、その子どもの学びというものを見てあげると、「あぁ間違いがある、練習しよ
う」とか、そういう風にならずに「今ここまで言えたんだな、ここまで伸びたんだな」ということが分か
るかなという風に思って、言語習得上の話を紹介しました。 
 それから、言語活動を理解していく時には、練習活動と指導のための活動を分ける必要がある。実は同
じ活動が２つに転ぶ可能性があるということを私はちょっとお伝えしたかった。ですから先生自身がきち
んと言語活動としてこの教材を使おうと思わないと、全部が練習活動とか理解するための活動になってし
まいます。ですので先生の使い方次第で、言語活動というのは工夫されていくだろうという話をしたくて
紹介しました。 
 後半、私は話が長くて本当に申し訳ないんですけど、やりとりの中で具体的にどんな子どもの学びがあ
るのかということを少し紹介したいなと思ったことと、最後の方は主体的に学習に取り組む態度というの
をキーワードにしたときに、言語活動なのですが、ただやらせるのではなくて自分で自分の学びを自覚し
ながら学んでいかないと、やりっ放しで終ってしまう可能性があるということで、ちょっと自覚する様子
の例を紹介したいなと思いましたが、すいませんがここで終わりにします。 
 中途半端で申し訳ありません。また機会があったら、後半のところでお話しさせていただきます。以上
です、ありがとうございます。（拍手） 
 
鳴門教育大学小学校英語教育センター紀要　第10号,  15−25,  2019
− 15 −
 
 
値づけ，その行為自体が自己の内部に受容され，個人的に重要なものとして認識されてい
るような心理状態を指す。（4）内的調整（Internal Regulation）とは，行為に従事することそ
れ自体が目的となっている。活動の目的に意義や価値が見出されている心理状態を指す。
最も自律的な外発的動機づけで，この調整が，最も内発的動機づけに近いものであるとさ
れている。 
 
2.3 聴解力 
 Rost (2001) は，リスニングという用語は，私たちに口頭言語を理解させる複雑な過程を
説明するために言語教授において用いられると述べている。そして，言語スキルで最も広
く使われるリスニングは，しばしばスピーキングやリーディング，ライティングと関連し
て用いられると述べている。また，リスニングは重要なスキルであり，言語学習者に言語
インプットを受け入れることや言語インプットに触れ合うことを可能にする。そして，他
の言語スキルの出現を促進するといわれている(Vandergrift & Goh, 2012)。聴解力の構成要
素として，Rost (1991, pp.3–4) によると，1) 音の識別，2) 語の認識，3) 文法的まとまりの
認識，4) 談話的なまとまりである表現と発話の認識，5) 言語要素とイントネーション，ス
トレス，ジェスチャーなどの関連付け，6) 背景知識とコンテクストの使用，7) 重要な単語
の意味の想起という 7 つの構成要素に分類される。そして，1)，2) を知覚スキル，3)，4) 
を分析スキル，5)，6)，7) を統合スキルと名付けて，これらの総体が聴解力であると定義
した。小学生の聴解力の特徴としては，Pinter (2017) によると，２つのタイプのサブスキ
ルが存在すると定義される。(1) bottom-up processing skills とは，linguistic system(言語学的
システム）に頼ることによって，児童が聞いたスピーチ（発話）の断片を聞き取り，その
意味をなすスキルである。（2）top-down processing skills とは，schematic knowledge(スキー
マによる知識)に頼っているスキルである。児童は，大人に比べて，このスキーマによる知
識が圧倒的に少ないので，推測したり，推敲する能力が明らかに低い。能力の高い児童は，
この２つのサブスキルを同時に使っていることが多いが，より未熟な児童にとっては，
bottom-up processing skills に頼る傾向にあるとされている。 
 
2.4 動機づけと聴解力の関連性 
動機づけと聴解力の関連性に言及した研究は少ない(Vandergrift, 2005; Vandergrift & Goh, 
2012)。湯川ら（2008）は，小学校段階ではあるが，英語学習の成果を調査した YTK リス
ニングテストを作成し，情意アンケートとの相関を検証した。その結果，興味や学習意欲
といった内発的動機づけと類似した情意要因がリスニングテストの得点と正の相関がある
ことを明らかにした。類似した研究として，渕上（2009） は，小学校 6 年生及び中学校 1
年生においてアンケート調査と聴解力調査を行い，英語の好感が高い児童生徒は小学校・
中学校の両方において聴解力が高いことを示した。染谷（2014） は，卒業直前の小学校 6
年生に対して聴解力調査，及びアンケートを実施した。その結果，高い内発的動機づけと
統合的動機づけを有する児童は聴解力の得点が高いことを明らかにした。近年の研究とし
ては，染谷（2017a）の中学校１年生の動機づけが聴解力に与える影響を検討した論文であ
る。染谷（2017a）は，自己決定理論の有機的統合理論を用いて，４つの統制と聴解力との
関連性を SEM を用いて分析した。その結果，内的調整のみが聴解力に正の影響を及ぼして
 
 
は，英語学習を円滑に進めるに当たって，非常に重要である（染谷, 2014）。このような学
習指導要領の変遷の中，今後の小学校英語において，教科としての英語が児童の動機づけ
にどのような影響を及ぼすか，また，その動機づけが小学生の英語力にどのような影響を
及ぼすかに関して検討することは価値があると考えられる。 
 
2. 先行研究 
 
2.1 動機づけ 
教育心理学観点から，市川（1995）は，動機づけ（motivation）とは，「学習意欲」とか
「やる気」と言われ，学習に限らず，行動を方向付ける基本的な欲求のことであると述べ
ている。また，鹿毛（2013）は，動機づけとは，「行為が起こり，活性化され，維持され，
方向づけられ，終結する現象」（p. 12）と定義している。英語教育における観点からは，廣
森（2010, p.47）は，「特定の行動を生起し，維持する心理的メカニズム」としている。その
特徴を 3 つの視点からとらえると，(1)行動の目標や目的(質的側面)を規定する『動機』
（motive），(2)前者に加え，実際の行動の強さ(量的側面)を規定する『動機づけ』（motivation），
(3)教師の指導や学習者の自己動機づけによって，行動の質的・量的側面への介入を志向す
る『動機づける』（motivate/motivating）である」と言及している。 
その中でも有力な動機づけ理論の一つが，「自己決定理論(Self-determination Theory; SDT)」
である。自己決定理論とは，成長と統合へと向かう自己の傾向性及び，より統合された自
己の感覚を発達させていく傾向性を生得的に備えているという生命体論的視座に立った動
機づけの考え方である(Ryan & Deci, 2000a, 2000b, 鹿毛, 2013)。 
 
2.2 有機的統合理論(Organismic Integration Theory: OIT) 
 有機的統合理論とは，Ryan & Deci (2000b) によれば，外発的動機づけには自律化の程度
に応じて５つの段階があるとされる。自律化とは，価値や調整を自分の内に取り込んでい
く「内面化」と，当人が自らの行動を調整する主体として位置づけられて自己の感覚を起
源として行為が生じるような「統合」が生じるプロセスである。廣森（2010）は，「行動の
内在化や自己決定性の程度によって外発的動機を細分化し，動機づけの各タイプを，連続
体を成すもの」と述べている（p.52）。また，近年，Reeve (2018) , Oga-Baldwin and Nakata 
(2017) によれば，外的調整と取り入れ的調整を合わせて，他律的動機づけ（controlled 
motivation），同一視的調整，統合的調整，及び内的調整を合わせて，自律的動機づけ
（autonomous motivation）と呼ぶとしている。 
Ryan & Deci (2017) の指摘する自己決定性の違いによる動機づけのタイプを下記に示す。 
（1）外的調整（External Regulation）とは，最も他律的な外発的動機づけである。これは
外的な欲求を満たすため，あるいは報酬随伴性に応じるために行為するような場合を示す。
条件に対して受動的に従うような心理状態を指す。（2）取り入れ的調整（ Introjected 
Regulation）とは，外的な調整を自己の内部に取り込んではいるのだが，それが自分のもの
として十分に受け入れられていない段階である。罪の意識や不安を避けるために行為する
場合，あるいは誇らしさのような自尊心（self-esteem）を高めるために行為する場合を指す。
（3）同一視的調整（Identified Regulation）とは，行為の目標やコントロールを意識的に価
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目は，12 項目となる。また，学年及び性別を訪ねる欄も作成した。倫理的配慮としては，
この調査は，任意であることを伝え，成績には関係しないことを口頭，及び書面で伝えた。
聴解力調査に関しては，『JAPEC 児童英検検定問題集 3 級』を用いた。JAPEC の児童英検
3 級は，学習語彙数 1000 語程度の学習者を対象としており，小学生高学年の児童に対して
は，適切な難易度であると判断し使用した。問題は，問題 1 から問題 8 までで構成されて
おり，各 5 問ずつ準備されており，計 40 問となる（付録 1）。 
 
5．分析結果と考察 
 
5.1 アンケートの記述統計量 
 まず，アンケート項目 12 項目に関して記述統計量を算出した（表 1）。質問は，「なぜ英
語を学ぼうとするのですか？あてはまると思う数字一つに○をつけてください。」というも
のであった。「4：とてもそう思う」「3：そう思う」「2：あまりそう思わない」「1：まった
くそう思わない」の 4 件法を使用した。 
 
表 1 アンケート項目の記述統計量 
分類 アンケート項目 Min. Max. M SD 歪度 尖度 
内的(1) 英語について興味があるから 1 4 2.67 1.01 -0.20 -1.07 
内的(2) 学びたいと思うから 1 4 2.74 1.02 -0.29 -1.05 
内的(3) 英語を学ぶことは好きだから 1 4 2.62 1.00 -0.10 -1.06 
同一視(1) 将来、英語を使えるようになりた
いから 
1 4 3.39 0.88 -1.30 0.72 
同一視(2) 自分の成長に取って役立つと思う
から 
1 4 3.35 0.87 -1.18 0.49 
同一視(3) 将来のためになると思うから 1 4 3.43 0.84 -1.43 1.17 
取入(1) 先生に気に入られたいから 1 4 1.55 1.69 19.61 467.39 
取入(2) 親や先生にほめてもらいたいから 1 4 1.70 0.89 0.98 -0.09 
取入(3) 友だちに英語がよくできると思わ
れたいから 
1 4 1.78 0.91 0.95 -0.04 
外的(1) 勉強しないと先生に怒られるから 1 4 1.84 1.05 0.99 -0.34 
外的(2) 授業を受けるのは決まり事だから 1 4 2.54 1.17 -0.04 -1.47 
外的(3) やるしかないから 1 4 2.29 1.21 0.30 -1.48 
N = 710 
 記述統計量から分かるように，大きく外れた項目は無いことが分かる。そこで，アンケ
ートの 12 項目が 4 つの因子を反映しているかどうかを検討するために，確認的因子分析
（CFA）を行う。 
 
 
 
いることが明らかとなった。この調査結果から，染谷（2017a）は，中学校 1 年生において，
内的に動機づけられた生徒，つまり，英語が楽しい，面白いと感じている生徒の情意面が，
聴解力に正の影響を及ぼしていると考えられるとしている。この研究では，同様の結果が
他年生においても得られるか，または，違った結果が得られるかはまだ明らかにされてい
ない。 
これらの研究の結果から，児童生徒の動機づけと聴解力には関連性があると考えること
ができるだろう。しかし，上記の研究では，どのタイプの動機づけが児童生徒の聴解力に
影響を及ぼしているかは明らかにされていない。また，染谷（2017a）は，中学校１年生と
他の学年とでは，４つの統制が聴解力に与える影響が異なるであろうとして，他学年での
調査の必要性も示唆している。 
 
2.5 自律的動機づけを高める方法（自律性支援） 
 自律的動機づけ（内的調整及び同一視的調整）を高めるための効果的な方法として，自
律性支援 (autonomy supportive teaching)というものが挙げられる。 
「自律的支援」とは，「当人の行動をコントロールしようとしたり強制したりするのでは
なく，彼らの自律性を支援しようとすること」（鹿毛, 2013, p.184）であるとされている。
具体的に，「傾聴し，他者が自分自身のやり方で振る舞うことを許容する」「内面にある動
機づけリソースを育む」「情報的な言葉を重視する」「価値づけを促す」「ネガティブ感情の
表出を認め，受け入れる」（Reeve, 2018 ; 鹿毛, 2013, p.185）などを指す。この自律性支援
を受けた児童は，自律的に行動するようになり，自律的動機づけだけでなく，有能性やウ
ェル・ビーイングも高まるとされている（速水, 2019 ; Reeve, 2018）。 
 
3. 本研究の目的 
 
本研究では，自己決定理論における有機的統合理論の枠組みを用いて，内的調整及び同
一視的調整からなる「自律的動機づけ」と取り入れ的調整及び外的調整からなる「他律的
動機づけ」が児童のコミュニケーション能力の一部である「聴解力」にどのような影響を
及ぼすかを検証する。また，その結果を基に，今後の小学校外国語の授業において，取り
入れていくことが重要とされている事柄について，教育心理学的観点（自律性支援）から
考察することを目的としている。 
 
4．調査方法 
 
 本研究の参加者は，A 県 B 市にある 3 つの小学校の 5 年生 384 名，6 年生 326 名の計 710
名であった（男子：351 名，女子：356 名）。本研究の参加者は，B 市の特徴上，低学年・
中学年においては，週一回 20 分の授業を 1 年生から 4 年生まで受けている。また，高学年
においては，B 市独自のカリキュラムを用いて，週 1 時間 45 分の外国語活動の授業を経験
している。調査時期は，2019 年 2 月から 3 月にかけて行われた。調査方法は，アンケート
及び聴解力調査を用いた。アンケートの有機的統合理論の質問項目に関しては，Oga-
Baldwin and Nakata (2017) の作成したアンケート項目を使用した（付録 1）。アンケート項
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表 3 各調整の相関係数 
 内的調整 同一視的調整 取り入れ的調整 外的調整 
内的調整 －    
同一視的調整 .553** －   
取り入れ的調整 .303** .195** －  
外的調整 -.374** -.218** .058 － 
N = 710, **p < .001 
 
5.4 動機づけと聴解力の因果関係 
 自律的動機づけと他律的動機づけが，児童の聴解力得点にどのような影響を及ぼしてい
るかを分析するために，従属変数に「聴解力得点」，独立変数に「自律的動機づけ」「他律
的動機づけ」を設定し，強制投入法による重回帰分析を行った。その結果を表 4 に示す。 
重回帰分析の結果，自律的動機づけが，聴解力得点に有意に正の影響を及ぼしているこ
と（β[95%CI] = .214[1.07, 2.134], p = .000）が明らかとなった。逆に他律的動機づけは，聴
解力得点に有意な負の影響を及ぼしていること（β[95%CI] = -.1227[-1.818, -.636], p = .000）
が明らかとなった。しかし，R2 の値を見ると，R2 = .071 とほぼ寄与率がないことがわかる。 
 
表 4 重回帰分析の結果 
 非標準化係数 標準化係数   B [95.0%CI] 
独立変数 B SE B β t 値 p LO HI 
自律的動機づけ  1.602 .271  0.214  5.909 .000 1.070  2.134 
他律的動機づけ -1.227 .301 -0.148 -4.076 .000 -1.818 -0.636 
従属変数：「聴解力得点」 R2 = .071, R2(Adjusted) = 0.069 
 
このことから，動機づけと聴解力の間には，直接的な影響は少なく，媒介変数として様々
な要因が存在していると考えられる。その要因の一つとして，染谷（2017ｂ）が指摘する
ように，「リスニング方略」が媒介変数として存在し，方略を媒介にし，動機づけが聴解力
に正の影響を与えると言うことが考えられる。従って，今後，動機づけと聴解力を媒介す
る要因を検討していくことによって，小学生の動機づけを高め，聴解力を向上させる手立
てが見つけられると考えられる。 
 この研究結果から考えると，「自律的動機づけ」が高まると，（直接的，間接的に）聴解
力も高まるということが明らかとなった。したがって，小学校英語の授業において，この
「自律的動機づけ」を高める方法が必要とされる。Ryan & Deci (2017) は，「自律性支援 
(autonomy support)」が自律的動機づけを高めると指摘し，速水 (2019) も同様に，「自律性
支援」が内的調整と同一視的調整に正の影響を与えると指摘している。故に，自律性支援
を外国語の授業に取り入れて行くことが，児童の自律的動機づけを高めるためには必要で
あると考えられる。 
 
 
 
 
5.2 確認的因子分析（CFA） 
 本研究で用いた質問項目が，4 つの尺度を適切に反映して
いるかを検証するために，確認的因子分析(CFA)を行った
（図 1）。その結果，十分な適合度が得られた(GFI = .973, 
AGFI = .956, RMSEA[90%CI] = .046[.036, .056])。 
 
 
 
 
5.2 聴解力調査の結果 
 聴解力調査の信頼性を確認するために，信頼性係数
（α）を算出した。α = .834 とおおむね受け入れること
ができる数値を得た。また，ヒストグラムを図 2 に示
す。M ＝ 30.61, SD = 5.49 という数値を得た。（M は，
40 点満点中の児童の得点の平均値である。）各設問の
平均点（M）と標準偏差（SD）を表 2 に示す。 
 
表 2 各設問における記述統計量  
Min. Max. M SD 
問 1（小計） 0 5 4.26 0.92 
問 2（小計） 0 5 3.91 0.92 
問 3（小計） 0 5 2.69 1.24 
問 4（小計） 0 5 4.62 0.73 
問 5（小計） 0 5 3.83 1.32 
問 6（小計） 1 5 4.62 0.78 
問 7（小計） 0 5 3.65 1.19 
問 8（小計） 0 5 3.05 1.33 
総計 6 40 30.61 5.49 
N = 710 
 
5.3 シンプレックス・パターンの検出 
シンプレックス・パターンについて見てみると，有機的統合理論における 4 つの統制で
ある内的調整，同一視的調整，取り入れ的調整，及び外的調整の相関係数を見ると，内的
調整から外的調整に向かうにつれて相関係数が減少している。この傾向は，Ryan and 
Connell (1989) が示唆するシンプレックス・パターンを表していると考えられている。シン
プレックス・パターンが存在することによって，本研究での 4 つの統制は，連続体をなし
ていること，言い換えるならば，有機的統合理論の枠組みをきちんと反映していると捉え
ることができる。 
 
図 1 確認的因子分析の結果 
図 2 児童の得点のヒストグラ
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AGFI = .956, RMSEA[90%CI] = .046[.036, .056])。 
 
 
 
 
5.2 聴解力調査の結果 
 聴解力調査の信頼性を確認するために，信頼性係数
（α）を算出した。α = .834 とおおむね受け入れること
ができる数値を得た。また，ヒストグラムを図 2 に示
す。M ＝ 30.61, SD = 5.49 という数値を得た。（M は，
40 点満点中の児童の得点の平均値である。）各設問の
平均点（M）と標準偏差（SD）を表 2 に示す。 
 
表 2 各設問における記述統計量  
Min. Max. M SD 
問 1（小計） 0 5 4.26 0.92 
問 2（小計） 0 5 3.91 0.92 
問 3（小計） 0 5 2.69 1.24 
問 4（小計） 0 5 4.62 0.73 
問 5（小計） 0 5 3.83 1.32 
問 6（小計） 1 5 4.62 0.78 
問 7（小計） 0 5 3.65 1.19 
問 8（小計） 0 5 3.05 1.33 
総計 6 40 30.61 5.49 
N = 710 
 
5.3 シンプレックス・パターンの検出 
シンプレックス・パターンについて見てみると，有機的統合理論における 4 つの統制で
ある内的調整，同一視的調整，取り入れ的調整，及び外的調整の相関係数を見ると，内的
調整から外的調整に向かうにつれて相関係数が減少している。この傾向は，Ryan and 
Connell (1989) が示唆するシンプレックス・パターンを表していると考えられている。シン
プレックス・パターンが存在することによって，本研究での 4 つの統制は，連続体をなし
ていること，言い換えるならば，有機的統合理論の枠組みをきちんと反映していると捉え
ることができる。 
 
図 1 確認的因子分析の結果 
図 2 児童の得点のヒストグラ
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6．教育的示唆 
 
 本研究では，自律的動機づけが，聴解力に正の影響を与えていることが明らかになった。
この結果と，目的で挙げた教育心理学的視点の自律性支援に関する事柄を英語教育に応用
していくことで，今後，児童の自律的動機づけを高めることにつながると考えられる示唆
を示す。先行研究で述べた「自律性支援」の内容を英語教育に置き換え，Reeve & Jang (2006) 
の作成した自律性支援に関する項目を参考に重要な点を述べる。 
(1) 傾聴し，他者が自分自身のやり方で振る舞うことを許容する：「児童一人一人の発言や
意見を注意深く聞く」「児童が個人個人で課題を行う時間を確保する」「児童が十分に話す
機会を提供する」などがある。 
(2) 内面にある動機づけリソースを育む：「児童の学びが進歩したり習熟したら，見逃さず
ほめる」「児童の努力を認める・情報的な言葉を重視する」「児童が問題でつまづいたとき，
解決を促すようなヒントを与える」などがあげられる。 
(3) 価値づけを促す：「今学習していることに価値を見出せるように促す」などを指す。 
(4)ネガティブ感情の表出を認め，受け入れる：「児童の経験や物の見方，考え方を認める」
などのことがある。 
上記 4 つの内容を外国語の授業内に取り入れることによって，児童の自律性の欲求が充
足され，自律的な動機づけが高まっていくと考えられる。 
 
7．おわりに 
 
小学校英語に関する動機づけに関する研究は少ないのが現状である。まだまだ未熟な小
学生だからこそ，英語（外国語）に対する動機づけを高め，今後英語に積極的に触れ，言
語に触れる楽しさ，面白さを感じることが重要とされる。全員が，国際的（グローバル）
に活躍するわけではないが，今後の日本における外国人労働者の数は増していく傾向にあ
ると考えられる。このような中，現在の小学生児童に，恐れることなく自発的に英語でコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を育成することが急務であると考える。 
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Puss-in-Boots: My boots are black. (5) Mouse: Let's go to town. 
問題 5 学校で先生や子どもたちがいろいろなことをしていますね。今から言う言葉は，どの
部屋から聞こえてくるのでしょう。あっていると思う部屋の記号を答の欄に書きまししょう。 
(1) Girl: This is very heavy. Can you help me carry it, Mike? 
(2) Teacher: Look at this world map, everyone. Can you point to Australia on the map? 
(3) Boy: I cut my finger. It hurts. Please give me a Band-Aid. 
(4) Girl: You're so noisy. Please stop talking loudly here in the library. 
(5) Boy: Mr. Smith, this computer doesn't work. I think it's broken. 
問題 6 「不思議の国のアリス」のお話です。お話の内容にあう絵の記号を答の襴に書きましょ
う。 
(1) The rabbit is running very fast and looking at his watch. Alice follows him. 
(2) “What a strange room!” Alice is very surprised. Oh, no! The door is too small. She can't go out. 
(3) “Welcome to our tea party, Alice!” Alice sits at the table and drinks tea. 
(4) “We're busy. We're busy painting roses.” Some men are painting roses. 
(5) “The Queen is coming!” The Queen is walking slowly. The rabbit is blowing a trumpet in front of 
her. 
問題 7 ここはスーパーマーケットです。みんないろいろなことをしていますね。さあ，今から
説明するのはどの人のことでしょう。あっている人の記号を答の欄に書きましょう。 
(1) An old woman is talking to a clerk. She is wearing glasses.  
(2) A woman is at the cash register. She is going to buy some apples.  
(3) A man is coming into the store. He is tall.  
(4) A woman is pushing a shopping cart. She has long hair.  
(5) A little boy is sitting on the floor. 
問題 8 子どもたちがクリスマスの準備をしているところです。今からこの絵について質問し
ます。 A，B，C，3 つの答のうち，正しいと思う答の記号を○で囲みましょう。 
(1) How many children are decorating a Christmas tree? →A. Three children. B. Four children. C. Five 
children.  
(2) Where are the candles? →A. In the box. B. On the piano. C. Under the piano. 
(3) Does the dog have a hat in its mouth? →A. Yes, it does. B. No, it doesn't. C. It has a bell.  
(4) A girl is by the door. What is she doing? →A. She's eating a doughnut. B. She's writing a Christmas 
card. C. She's carrying some doughnuts.  
(5) Are there any pictures on the wall? →A. Yes, there are. B. No, there aren't. C. There is a clock. 
 
 
Vandergrift, L., & Goh, C. C. M. (2012). Teaching and learning second language listening 
Metacognition in action. New York: Routledge. 
湯川笑子・高梨庸雄・小山哲春 (2008). 「日本人小学生の英語コミュニケーション能力」
『母語・継承語・バイリンガル教育(MHB)研究』第 4 号, 68–85. 
 
付録 1 聴解力調査のスクリプト 
問題 1 子どもたちがいろいろなものの中に何かを入れて持っています。何を持っているのか
聞いてみましょう。それぞれのヒントを聞いて，あっていると思う絵を 3 つの中から選んで
〇を書きましょう。 
(1) What do you have in your hands?  Boy: Guess. I'll give you a hint. It's white. Part of the inside is 
yellow. You can eat it fried or boiled or scrambled.   
(2) What do you have in the paper bag? Girl: Guess. I'll give you a hint. It's a vegetable with green leaves. 
You can use it for making salad.  
(3) What do you have in your cap? Boy: Guess. I'll give you a hint. They're round. You can use them as 
money.  
(4) What do you have in the box? Girl: Guess. I'll give you a hint. It has a face and legs. But it can't walk.  
(5) What do you have in your pocket? Boy: Guess. I'll give you a hint. They look like hands. You wear 
them when it's cold. 
問題 2 皆さんはいろいろなサイン，表示を外で見かけますね。「何かをしなさい」とか「何か
をしてはいけません」という意味を表していますね。今から説明するのは，「何かをしてはいけ
ません」というサインですが，それはどのサインでしょう。あっている記号を答の欄に書きま
しょう。 
(1) This sign means, “Don't catch fish.” You must not catch fish here. 
(2) This sign means, “Don't feed the animals.” You must not give any food to the animals here. (3) This 
sign means, “Don't play ball games.” You must not play ball games here. 
(4) This sign means, “Don't touch this bench.” You must not touch this bench. 
(5) This sign means, “Don't throw away bottles or cans.” You must not throw away bottles or cans here. 
問題 3 キャンプをしている子どもたちの会話を聞いてください。会話の中にでてくるのは A ，
B のうちどちらでしょう。そして，それはどこにあるのでしょう。言っているとおりの場所の
口の中に A ，B どちらかを書きましょう。 
(1) Girl: Bob, bring me the bucket, please.  
(2) Girl: Look! There's a lily. It's pretty. Boy: A lily? Where? Girl: By the rock. It's by the rock.  
(3) Girl: I found a frog. Boy: A frog? Where? Girl: In the pond. I found a frog in the pond. It's swimming.  
(4) Boy: I want to take a picture. But I can't find my camera. Girl: Your camera? I'll help you find it. Oh, 
there it is. It's on the chair, on the chair.  
(5) Girl: Help! A snake! Boy: A snake? Where? Girl: Under the table. It's under the table. 
問題 4 いろいろな童話に出てくる人や動物たちが何かを言っていますので，絵の横の文を見
ながら聞いてください。（ ）の中には 2 つの言葉が書いてありますが，言っているのはどちら
の言葉でしょう 。聞こえた方の言葉を○で囲みましょう。 
(1) Wolf: I'm on the roof. (2) Pinocchio: My nose is getting longer. (3) Grasshopper: I like to sing. (4) 
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(4) Girl: You're so noisy. Please stop talking loudly here in the library. 
(5) Boy: Mr. Smith, this computer doesn't work. I think it's broken. 
問題 6 「不思議の国のアリス」のお話です。お話の内容にあう絵の記号を答の襴に書きましょ
う。 
(1) The rabbit is running very fast and looking at his watch. Alice follows him. 
(2) “What a strange room!” Alice is very surprised. Oh, no! The door is too small. She can't go out. 
(3) “Welcome to our tea party, Alice!” Alice sits at the table and drinks tea. 
(4) “We're busy. We're busy painting roses.” Some men are painting roses. 
(5) “The Queen is coming!” The Queen is walking slowly. The rabbit is blowing a trumpet in front of 
her. 
問題 7 ここはスーパーマーケットです。みんないろいろなことをしていますね。さあ，今から
説明するのはどの人のことでしょう。あっている人の記号を答の欄に書きましょう。 
(1) An old woman is talking to a clerk. She is wearing glasses.  
(2) A woman is at the cash register. She is going to buy some apples.  
(3) A man is coming into the store. He is tall.  
(4) A woman is pushing a shopping cart. She has long hair.  
(5) A little boy is sitting on the floor. 
問題 8 子どもたちがクリスマスの準備をしているところです。今からこの絵について質問し
ます。 A，B，C，3 つの答のうち，正しいと思う答の記号を○で囲みましょう。 
(1) How many children are decorating a Christmas tree? →A. Three children. B. Four children. C. Five 
children.  
(2) Where are the candles? →A. In the box. B. On the piano. C. Under the piano. 
(3) Does the dog have a hat in its mouth? →A. Yes, it does. B. No, it doesn't. C. It has a bell.  
(4) A girl is by the door. What is she doing? →A. She's eating a doughnut. B. She's writing a Christmas 
card. C. She's carrying some doughnuts.  
(5) Are there any pictures on the wall? →A. Yes, there are. B. No, there aren't. C. There is a clock. 
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付録 1 聴解力調査のスクリプト 
問題 1 子どもたちがいろいろなものの中に何かを入れて持っています。何を持っているのか
聞いてみましょう。それぞれのヒントを聞いて，あっていると思う絵を 3 つの中から選んで
〇を書きましょう。 
(1) What do you have in your hands?  Boy: Guess. I'll give you a hint. It's white. Part of the inside is 
yellow. You can eat it fried or boiled or scrambled.   
(2) What do you have in the paper bag? Girl: Guess. I'll give you a hint. It's a vegetable with green leaves. 
You can use it for making salad.  
(3) What do you have in your cap? Boy: Guess. I'll give you a hint. They're round. You can use them as 
money.  
(4) What do you have in the box? Girl: Guess. I'll give you a hint. It has a face and legs. But it can't walk.  
(5) What do you have in your pocket? Boy: Guess. I'll give you a hint. They look like hands. You wear 
them when it's cold. 
問題 2 皆さんはいろいろなサイン，表示を外で見かけますね。「何かをしなさい」とか「何か
をしてはいけません」という意味を表していますね。今から説明するのは，「何かをしてはいけ
ません」というサインですが，それはどのサインでしょう。あっている記号を答の欄に書きま
しょう。 
(1) This sign means, “Don't catch fish.” You must not catch fish here. 
(2) This sign means, “Don't feed the animals.” You must not give any food to the animals here. (3) This 
sign means, “Don't play ball games.” You must not play ball games here. 
(4) This sign means, “Don't touch this bench.” You must not touch this bench. 
(5) This sign means, “Don't throw away bottles or cans.” You must not throw away bottles or cans here. 
問題 3 キャンプをしている子どもたちの会話を聞いてください。会話の中にでてくるのは A ，
B のうちどちらでしょう。そして，それはどこにあるのでしょう。言っているとおりの場所の
口の中に A ，B どちらかを書きましょう。 
(1) Girl: Bob, bring me the bucket, please.  
(2) Girl: Look! There's a lily. It's pretty. Boy: A lily? Where? Girl: By the rock. It's by the rock.  
(3) Girl: I found a frog. Boy: A frog? Where? Girl: In the pond. I found a frog in the pond. It's swimming.  
(4) Boy: I want to take a picture. But I can't find my camera. Girl: Your camera? I'll help you find it. Oh, 
there it is. It's on the chair, on the chair.  
(5) Girl: Help! A snake! Boy: A snake? Where? Girl: Under the table. It's under the table. 
問題 4 いろいろな童話に出てくる人や動物たちが何かを言っていますので，絵の横の文を見
ながら聞いてください。（ ）の中には 2 つの言葉が書いてありますが，言っているのはどちら
の言葉でしょう 。聞こえた方の言葉を○で囲みましょう。 
(1) Wolf: I'm on the roof. (2) Pinocchio: My nose is getting longer. (3) Grasshopper: I like to sing. (4) 
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